
＜令和７年度施政方針並びに予算案に対する代表質問＞

発言
順位 発 言 者 備考

１ 基本目標１　安全・安心に暮らせるまち

２ 基本目標２　健康で福祉が充実したまち

３ 基本目標３　未来につなぐ人材を育むまち

４ 基本目標４　交流とにぎわいのあるまち

５ 基本目標５　快適で暮らしやすいまち

６ 基本目標６　共に創る持続的に発展するまち

１ 基本目標１「安全・安心に暮らせるまち」

２ 基本目標２「健康で福祉が充実したまち」

３ 基本目標３「未来につなぐ人材を育むまち」

４ 基本目標４「交流とにぎわいのあるまち」

５ 基本目標５「快適で暮らしやすいまち」

６ 基本目標６「共に創る持続的に発展するまち」

１ 予算作成の優先順位

２ 財政健全化の取組み

３ 有益な観光振興に関して

４ 健康で福祉が充実したまちに関して

５ 快適で暮らしやすいまちに関して

６ 安全・安心に暮らせるまちに関して

７ 賑わいのあるまちづくりに関して

１ 持続的な発展を見据えた行財政運営について

２ 誰もが安心・安全に暮らせる地域社会の構築に向けて

３ 人口減少に歯止めをかける政策の推進について

４ 三島らしい活力と魅力のある稼げるまちづくりに向けて

５ 将来を担う子どもたちの健全育成に向けて

１ 令和７年度予算編成における基本的考え方について

２ 施政方針を受けて

１ 基本目標１ 安全・安心に暮らせるまち

２ 基本目標２ 健康で福祉が充実したまち

３ 基本目標３ 未来につなぐ人材を育むまち

４ 基本目標４ 交流とにぎわいのあるまち

５ 基本目標５ 快適で暮らしやすいまち

６ 基本目標６ 共に創る持続的に発展するまち

７ 財政について

問い合わせ先：三島市議会事務局（電話番号　055-983-2600）

代  表  質  問  発  言  通  告  要  旨

(令和７年三島市議会２月定例会)

発 言 要 旨

１
 改革みしま代表
　　藤　江　　康　儀

2月26日
（水）

２  緑 水 会 代 表
　　佐　野　　淳　祥

３  公　明　代　表
　　村　田　　耕　一

2月27日
（木）

４ 　新未来２１代表
　　宮　下　　知　朗

６  新 風 会 代 表
　　横　山　　雅　人

５  日本共産党議員団代表
　服　部　  正　平



 

 

質問事項及び具体的内容 質問事項及び具体的内容 

代 表 質 問 発 言 通 告 書 
 下記事項について質問をしたいので、会議規則第５１条第１項の規定により通告します。 

      令和７年2月 17日 

 三島市議会議長    堀江 和雄 様 

                      三島市議会議員 19番  藤江 康儀      

 

令和 7 年度施政方針及びひとり一人が輝き活気あふれるウェルビ－イング推進型予算につ

いて伺う。 

 

1. 基本目標1.安全・安心に暮らせるまち 

⑴  配慮が必要な人に対する避難所運営について 

⑵  三島市、裾野市、熱海市、長泉町、函南町のごみ処理広域化について 

 

2. 基本目標2.健康で福祉が充実したまち 

（1） 高齢化に伴う高齢者への支援等、居場所づくりの取り組みについて 

（2） 三島市独自の少子化対策等について 

（3） 障がい者の自立支援等について 

（4） 長伏グラウンドの活用について 

 

3. 基本目標3.未来につなぐ人材を育むまち 

（1） 不登校対策の取り組みについて 

（2） 子どもたちのクリエイティブ教育について 

 

4. 基本目標4.交流とにぎわいのあるまち 

（1） 観光資源の活用について 

（2） 持続可能な農業・食育等に関して 

（3） 観光客誘致に向けての協働の取り組みについて 

 

5. 基本目標5.快適で暮らしやすいまち 

（1） 三島駅南口東街区再開発のスキ－ムについて 

（2） 上記事業の導入機能について 

（3） 本市へ移住・定住者を呼び込む施策について 

 

6. 基本目標6.共に創る持続的に発展するまち 

（1） 新庁舎建設に際しての跡地利用等について 

（2） 上記事業に対して市民からの意見聴取、基本計画への反映について 

発言順位  １番 



 

 

質問事項及び具体的内容 

代 表 質 問 発 言 通 告 書 
 下記事項について質問をしたいので、会議規則第５１条第１項の規定により通告します。 

  令和７年２月１７日 

 三島市議会議長  堀江 和雄 様 

                 三島市議会議員 １６番   佐野 淳祥      

              

豊岡市長が初当選した直後の市議会議員として、市政を１２年間身近で関わり、都度分断が

ありつつも県内２番目ともいえる高い成長と評価を得てきた。その牽引役となった駅前再開発

事業が山場を越えるなか、ここが持続的に発展できる三島市を見据える正念場であるように感

じる。市政のための市政でなく、議論のための議論でなく、対策のための対策でなく、子ども

から高齢者まで三島市の本質的で根本的な課題を議会当局が共有し、高次元な将来像に率先し

て挑戦していく未来志向が、重要と考える。 

よって以下のように伺い、各項目は答弁を得て再質問をしていく。 

 

１ 基本目標１「安全・安心に暮らせるまち」 

⑴ 消防団団員の充足率６５％に対する分析と対応について 

 

２ 基本目標２「健康で福祉が充実したまち」 

⑴ KENPOSアプリの利便性とポイント供与の効果、また今後について 

⑵ 「ハッピーマリッジ」の理念について 

⑶ 出生数の推移とその分析について。また、少子化対策に向けた取り組みとその影響予測

について 

⑷ 加茂川町保育園の未就園児受け入れ試行について 

 

３ 基本目標３「未来につなぐ人材を育むまち」 

⑴ 不登校に対する考え方について 

⑵ 教職員の業務負担軽減について 

 

４ 基本目標４「交流とにぎわいのあるまち」 

⑴ 全国街道交流会議全国大会「三島大会」に関連した諸事業の展開について 

⑵ 農業における新規就農者支援と背景について 

⑶ 「みしまファンネット推進事業」「伊豆ファン倶楽部推進事業」の効果について 

 

５ 基本目標５「快適で暮らしやすいまち」 

⑴ 「移住就業支援補助金」「住むなら三島移住サポート事業補助金」「移住・子育てリフォ

ーム事業補助金」などの移住者に対する支援について。また市内学生の新幹線通学補助

金制度の検討など、三島市に居住する方への支援について 

⑵ 公共交通対策の支出の内訳と取り組みについて 

⑶ 東駿河湾クラフトビール地域循環共生圏推進負担金・補助金の取り組みについて 

 

６ 基本目標６「共に創る持続的に発展するまち」 

⑴ 「三島市スマート市役所宣言」窓口サービスのオンライン化について 

発言順位  ２番 



 

 

質問事項及び具体的内容 

代 表 質 問 発 言 通 告 書 
 下記事項について質問をしたいので、会議規則第５１条第１項の規定により通告します。 

  令和７年２月１７日 

 三島市議会議長 堀江 和雄  様 

                 三島市議会議員 ３番 村田 耕一  

 

財務省が政府全体の財政状況をまとめたものによると国の債務超過額は 2023 年度末で 695

兆7千億円となっている。依然として巨額の債務を抱える財政状況が続いている。令和 7年度

三島市一般会計予算はウェルビーイング推進型予算として 483億5千万円の額で立てられた。

この予算で事業の優先順位、主な事業、既存事業の見直しについて明確にしていきたい。 

 

1. 予算作成の優先順位 

事業の優先順位を1番から 3番まで伺う。また既存事業の見直し内容を伺う。 

2. 財政健全化の取組み 

財政健全化において、市債残高の推移が 1 つの目安となるが臨時財政対策債が 0 となる中

で市債残高が増加、基金残高が減少している。15 年程度の財政計画を作成し基金残高の見通

し、また市債残高削減を図る考えはあるか伺う。 

3. 有益な観光振興に関して 

① 観光交流人口増加、増加させただけでなく観光消費額を増加させるにはどうすればよい

か。熱海市、函南町、三島市での伊豆ファン倶楽部事業の継続でよいのか。 

4. 健康で福祉が充実した街に関して 

① 新たな子育て世代の費用面での負担軽減策が見えないが見解を伺う。 

② 高齢者のウェルビーイング推進の施策ポイントを伺う。1人暮らし世帯が増加する中、社

会的孤立の解消が求められている。認知症予防、難聴高齢者一体支援、健幸づくりアプリ、

スポーツ振興などポイントを伺う。 

5. 快適で暮らしやすいまちに関して 

① 三島駅南口東街区再開発事業事業効果向上のための取り組みとは何か、令和 7 年度のス

ケジュールを伺う。 

② 持続可能な公共交通自主運行バスの在り方について見解を伺う。 

③ 静岡県の人口数は転出超過で都道府県別ワースト 4 位で減少している。東京圏への流出

に歯止めがかからない。三島市も転出超過が続いているがこれを止めるため、若い世代

への三島市に戻る、また来てもらえるようなアピールを伺う。 

   6. 安全・安心に暮らせるまちに関して 

① 災害時の避難所となる学校体育館の設備や避難所のＴＫＢなど改善をどう考えているか。 

② ごみ処理施設広域化協議の中で三島市の意図するところを伺う。 

7. 賑わいのあるまちづくりに関して 

企業立地事業費補助金で補助内容は他市町と同じレベルと考える。その中で三島市の優位

性はどこにあると考えているか、競争に勝てるか見解を伺う。 

 

 

発言順位  ３番 



 

 

質問事項及び具体的内容 

代 表 質 問 発 言 通 告 書 
 下記事項について質問をしたいので、会議規則第５１条第１項の規定により通告します。 

     令和 ７年 ２月 １７日 

 三島市議会議長  堀江 和雄 様 

                   三島市議会議員 １８ 番   宮下 知朗     

 

令和７年１月に公表されました内閣府の月例経済報告では、景気の先行きについて、雇用・ 

所得環境が改善する下で、各種施策の効果もあって、緩やかな回復が続くことが期待されると

あるものの、昨今の複雑な地政学的リスクや物価高騰などの影響から、社会経済活動や私たち

の日常生活は依然として厳しく、先の見通せない難しい状況が続いています。 

このような中でも安心・安全に暮らせる環境を基盤に全ての市民の皆様がウェルビーイング

を実感することのできるまち・持続的に発展するまちの実現に向けまして、歩みを止めること

なく着実な前進を図るべく、令和７年度施政方針並びに予算案に対しまして、下記のとおり伺

います。 

 

１．持続的な発展を見据えた行財政運営について 

(1) 自主財源の確保および市債残高の抑制に向けた取組について 

(2)「人財」の確保・育成および働き方改革の推進に向けた取組について 

(3) スマート市役所の推進による市民サービス向上および業務効率の向上について 

 

２．誰もが安心・安全に暮らせる地域社会の構築に向けて 

(1) 歳を重ねても住み慣れた地域で自分らしく暮らせる支援の充実について 

(2) 障がいのある人の自立や社会参加を支援する取組について 

(3) 激甚化・頻発化する自然災害への対応能力強化に向けた取組について 

 

３．人口減少に歯止めをかける政策の推進について 

(1) 望む人誰もが安心して子どもを産み育てることのできる社会の実現に向けて 

(2) 子育て世代の移住定住を促す取組について 

 

４．三島らしい活力と魅力のある稼げるまちづくりに向けて 

(1) 魅力ある企業の誘致と企業を支える人材確保に向けた取組について 

(2) 中心市街地エリアの更なる活性化および魅力創出に向けた取組について 

 

 ５．将来を担う子どもたちの健全育成に向けて 

  (1) 教職員の多忙化解消に向けた取組について 

  (2) 多様な教育ニーズに対応することのできる教育環境の整備について 

 

 

発言順位  ４番 



 

 

質問事項及び具体的内容 

代 表 質 問 発 言 通 告 書 
 下記事項について質問をしたいので、会議規則第５１条第１項の規定により通告します。 

  令和７年２月１７日 

 三島市議会議長 堀江 和雄  様 

                 三島市議会議員 9 番 服部 正平        

 

令和７年度（２０２５年度）三島市予算案では市政の各分野においてオンリーワンを創り出

す。その多くをブランド化することで市民が安全・安心に暮らせることが、市の持続的発展、希

望溢れる三島市へという構想を描き、次年度予算案を『ひとり一人が輝き活気あふれる ウェル

ビーイング推進型予算』と命名するとの市長市政表明でした。 

地方自治体の使命・役割は「住民福祉の向上」であることを踏まえ、表明された考え、各種

事業が全市民一人ひとりに寄り添ったものであるか、以下事項から質してまいります。 

 

１．令和７年度予算編成における基本的考え方について 

（１）歳入に関わって 

  ① 過去最大となったその評価について 

（２）歳出に関わって 

  ① 事業の見直し、経費削減の徹底による事業執行への影響について 

  

２．施政方針を受けて 

（１）基本目標１ 安全・安心に暮らせるまち 

  ① 昨年の南海トラフ地震臨時情報を踏まえ、市民の生命を守る防災対策について 

  ② 一般廃棄物処理計画の中間目標の状況（未達の有無）及び広域化の対応について 

（２）基本目標２ 健康で福祉が充実したまち 

    ① 第５期スマートウエルネスみしまアクションプランにおける課題、その解決にあたる

プロジェクトについて 

  ② ２０２５年本番を迎えた超高齢社会対策、認知症高齢者等の増加抑制に向けた取り

組みについて 

③ 重度障がい者等就労特別支援事業における具体的な取り組みについて 

（３）基本目標３ 未来につなぐ人材を育むまち 

  ① コロナの影響を受けての社会生活の変化による心への影響の現状と対策について 

   ② 平和都市推進事業推進に逆行する恐れのある取り組みについて 

  ③ 次期男女共同参画プランの作成にあたっての課題について 

（４）基本目標４ 交流とにぎわいのあるまち 

  ① 観光振興における観光交流客数810万人実現達成の課題について 

② 従来の事業、新規事業における補助金のあり方について 

（５）基本目標５ 快適で暮らしやすいまち 

  ① 三島駅南口東街区再開発事業に係る令和7年度事業内容について 

（６）基本目標６ 共に創る持続的に発展するまち 

  ① まちづくり、市内各地域を持続的発展に導くため第５次三島市総合計画後期本計画に

着手され、進め方は合理的な目標設定と効率化で取り組むとしている。 

  この計画に参画する事となる市民、民間、行政の関わり（質・量）について 

発言順位  ５番 



 

 

質問事項及び具体的内容 

代 表 質 問 発 言 通 告 書 
 下記事項について質問をしたいので、会議規則第５１条第１項の規定により通告します。 

  令和７年 ２月 １７日 

 三島市議会議長 堀江 和雄 様 

                  三島市議会議員    ２１番   横山 雅人           

 

令和７年度施政方針及び「ひとり一人が輝き活気あふれるウェルビーイング推進型予算」につ

いて伺います。 

 

１． 基本目標１ 安全・安心に暮らせるまち 

⑴ 本市の危機管理体制の課題について 

⑵ 安全な生活を送るための交通安全対策等について 

⑶ ごみの削減に向けた廃棄物対策について 

 

２． 基本目標２ 健康で福祉が充実したまち 

⑴ 未来につなぐ人材を確保するための少子化対策について 

⑵ 高齢者介護の取り組みについて 

⑶ 障がい者、障がい児の就労を通した自立支援の取り組みについて 

 

３． 基本目標３ 未来につなぐ人材を育むまち 

⑴ 部活動の在り方について 

⑵ 絵本のまち三島の取り組みについて 

 

４． 基本目標４ 交流とにぎわいのあるまち 

⑴ 本市の農業の課題について 

⑵ インバウンドへの取り組みについて 

 

５． 基本目標５ 快適で暮らしやすいまち 

⑴ 長伏公園整備計画の全体像について 

⑵ 高齢化で増加した「移動弱者」への施策について 

 

６． 基本目標６ 共に創る持続的に発展するまち 

⑴ 自治会活動推進の取り組みについて 

⑵ ワンストップ窓口（総合窓口：窓口を一つに集約しワンストップで手続きを完結）の 

取り組みについて 

 

７． 財政について 

⑴ 稼ぐまち、自主財源を増やす取り組みについて 

発言順位  ６番 
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